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九条丁口々1さら手ち 「はら‾まち九条の会」ニュ「．ス仙＿4　0
2007（平成19）年10月24日（水）発行

＜1929（昭和4）年10月24日（木）は、世界大恐慌が始まるr暗い木曜日」＞
第1次世界大戦の終了・ノウレサイユ平和粂約が1919年、次の第2次世界大戦の開戦が193＿9年
ですから、世界大恐慌はそのちょうど真ん中の年の1929年に起きJ‾歴史の転換点となります。
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0会員は348名に。なぜか・原町区以外や南相馬市外からの入会申し込みか多く、どうしたことでしょう。
○恐れ入ります仇今年2007年分¢義責（1，000円）を、まだ未納の方は納入をお願いいたします。
直接事務局員に手渡しする爪先日送付の「郵便振り込み」で（120円かかります）。
O「軸J他トラ」1（講演の声のみ）は、第1回から5回まですべてダビングして準備してあります。
こ希望の方へ貸し出し・あるいはダビングもいたします．お気違いなく、＿事務局山崎へお申し出ください。
○来年2月3日（BL r鯵弓蓼亨九集の義撼食止曹f義鋤先生麟漬嚢を顔催予乱吉原先生は元福島
大学長・福島県九条の会代鼓弓恒は「穀は押し刀撤時「馳也、うデー閻県相打遠珪性「棄
法塾」第2回（9月27日）の吉原先生の講演要旨は、この
O 「はらまち九条の会」の鳩を抱く少女のシール ＜古土ピー＞は、地元ではあまり見かけません机 ■県北地
区の 「九条の会」でも同じデザインでシールを作ろ ‾とい‾計画があ

ごと送られてきてそ鳩 に一 丁還 、蒜 よ！」と、相変わらずこ左⊆蒜 4 号もドカッ

■良 慧 三芸慧 舐 えるのか事務局の感腰かなと考孤 閻 お礼 くだ凱

　・寒さ＿こらえて作。ます〟 靴靴 室から』竜骨にむら打うて ！ヂ
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巨才紺碧附 ；忠司 （市外貞義鯵 Ⅷ 畑 2 4 4 ） … こ意見などお待ちしています ！
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（品川氏は1924年生まれ。経済同友会終身幹事・白

『九条プロ らまち』

虐助区政花奈の倉石倭琴です／

〇第6‾固r霊法曇J講師福島大学長今野順夫・11月22日（木）午後6時半～8時半・福島市民会館
（毎臥大変勉強になる、為になる連続講座です。1回だけの参加もOKです。主催福島県九条の会）

窟梵澄男野望㌫署謁竃監濫慧完蒜誌3F
（チケット1・（X氾円。連掩先024－935－2843（梅澤）。主催「オハイ工」をみる会）

○橿堰元博繍許と落鶴のつとい・11月18日（日）午後1時30分～．小名浜市民会館2F
－（チケット200乱闘い合わせ先0246－92－3099　浜通り医療生協9条の会事務局）

○疇ir三池欄わ弓削職纂の鞠凱上嶋会・12月1日（土）午後2囁～．午後6時～
（熊谷博子監督ト「ク）・郡山労働福祉会館（チケッ胱達紹先090－5833－1559（佐酎）

〇品＝正治氏鱗攣会「戦乱人乳そして憲法九条」・12月15日出午後2時．いわき産業会館
本興亜損保社長。主催いわき市九条の会達紹会）
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司
法
試
験
な
ど
の
受
験
を
指

▲
導
す
る
「
伊
監
」
に
は
、
イ

ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
や
D
V
ID
で
の

受
講
も
含
め
、
■
廠
界
中
に
2
万

人
近
い
塾
生
が
い
ま
す
。

「
教
え
る
時
甘
言
格
後

を
考
え
る
』
こ
と
と
『
ゴ
ー
ル

か
ら
の
発
想
』
を
大
切
に
し
て

い
ま
す
。
合
格
後
ど
ん
な
法
律

家
に
な
る
の
か
、
合
格
す
る
に

l
ミ
試
験
の
1
週
間
前
、
■1
か

月
前
に
鳳
を
し
て
お
か
な
け
れ

ば
い
け
な
い
の
か
。
．
そ
う
い
う

勉
強
の
仕
方
や
考
え
方
を
伝
え

写
し
と
を
意
識
心
て
小
ま
す
」

外
交
官
を
目
指
し
て
大
学
の

法
学
部
に
入
学
。
在
学
中
、
2

度
計
霊
で
礼
法
試
恩

合
格
し
ま
し
た
ヶ
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メ
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カ
人
の
友
だ
ち
か

ら
冒
本
の
憲
法
で
一
番
大
切

な
こ
と
は
何
か
』
と
聞
か
れ
、

答
え
ら
れ
な
か
っ
宅
勉
強
を

始
め
て
、
憲
法
を
使
っ
て
仕
事

が
で
き
た
ら
と
思
う
よ
う
に
な

プロフィル1958年、東京都生
まれ9中学時代をドイツで過ごす0
東京大学法学部卒業。糾年弁護士

壷録、現在は休業中○＿「伊藤塾」
塾長、法学館憲法研究所所長。著
書にr高校生からわかる日本国憲■
法の論点j r夢をかなえる勉強去』
r憲法の力J　など。

■
法
億
家
の
誇
り

■
、
取
材
を
終
え
で
二
法
律
家

は
囲
っ
た
人
の
層
豊
て
る
仕

事
」
と
い
う
青
葉
に
、
法
律
家

と
し
て
の
誇
り
を
感
じ
壊
し

宅
亡
く
蚕
に
語
怠
け

る
よ
う
な
口
羽
か
ら
唱
　
「
憲

法
の
素
晴
ら
も
さ
を
伝
え
た

い
」
と
い
う
強
い
笥
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伝

わ
っ
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き
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鸞
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い
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え
て
い
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き

だ
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い
ま
し
咤
（
Ⅰ
、
M
）

思
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ま
す
か
。

「
憲
法
の
こ
と
を
も
っ

と
知
っ
て
ほ
し
い
。
そ
し

て
、
ど
こ
が
ど
う
不
都
合

な
の
か
、
具
体
的
に
考
え

て
い
か
な
く
て
は
な
ー
h
雇

い
と
思
い
ま
す
。
日
本
国

憲
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年
以
上
、
ア
メ
リ
カ
、
フ

り
ま
し
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鳩
そ
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≠
つ
仕
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を
す
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な

ら
、
■
と
司
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試
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し
ま
し
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顧
な
考
え
方
を
実
現

し
て
い
け
る
法
律

家
を
、
一
人
で
も

多
く
養
成
し
た
い

と
恩
い
ま
し
た
」

象
法
は
ど
う
定

．
■
弁
護
士
と
し
て
約
1
0
年
間
活

動
し
、
．
1
9
9
5
年
に
司
法
試

験
塾
を
開
設
し
ま
し
た
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「
法
律
家
は
人
の
人
生
を
左

右
し
、
命
に
も
か
か
わ
る
仕
事

で
キ
そ
ん
な
時
に
、
≡
人

一
人
の
人
間
を
大
切
に
す
る
』

と
い
う
日
本
の
憲
法
の
基
本
的

義
で
き
る
の
で
し
ょ
う
か
。
日

本
の
憲
法
を
ど
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思
い
ま
す

か
。「
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律
が
、
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た
ち
四
民
の

自
由
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し
て
社
会
の
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持
す
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国
家
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韓
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人
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る
た
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の
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。
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源
に
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一
人

の
人
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が
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の
な
い
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値
が
あ
る
と
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、
個
人
の
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と
い
う
考
え
方
で
、
・
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3
集
に
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き
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す
。
も
う
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つ
、
素

晴
ら
し
い
と
患
え
る
の
喝
世

界
に
誇
れ
る
平
和
憲
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だ
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い

う
こ
と
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前
文
の
簗
2
段
落
の

最
後
で
埠
、
全
世
界
の
人
の
平

和
を
考
え
て
い
ま
す
」
．

改
正
の
手
続
き
な
ど
を
定
め

た
国
民
投
棄
法
が
、
今
年
成
立
。

改
憲
の
動
き
に
つ
い
て
は
ど
う

ラ
ン
ス
昔
年
以
上
の
歴

史
が
あ
る
。
そ
の
国
が
大
切
に

し
た
い
と
思
う
基
本
麻
理
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え
ず
に
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い
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間
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ぐ
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ま
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月
刊
誌
で
の
連
載
や
本
の
出

版
、
講
演
な
く
中
高
生
向
け

に
憲
法
を
解
説
し
て
い
ま
す
。

「
こ
れ
か
ら
の
日
本
を
享
見

て
い
く
若
い
皆
さ
ん
に
、
憲
法

の
価
値
を
知
っ
て
も
ら
い
美

い
。
そ
し
て
、
一
人
一
人
が
大

切
に
さ
れ
る
国
に
し
て
も
ら
え

た
ら
、
う
れ
し
い
で
す
ね
」

▲これは今年10月7日付『玩判全国版のコピーです。日頃は保守的で、九条の会の報道はしないし自社で
憲法改正案を作成し発表している『読売新聞』です放しかしこのような和紀沸憲法の価値を知ってほ↓い」と
いう法律家の記事を掲載していま筑新聞社も、改憲護憲の両派の記事を掲載して、バランスをとろうとし
ているのでしょうか・それだけ・「憲法を守ろう」という世論を大新聞も無視できないということです。
ところで、この記事にもあるように、

0「法律」臥私たち国民の申由を制限し、社会の秩序を維持するもの。
0「憲法」は・国家や政府の権力を抑制や制限して、国家の暴走を防ぐ法で、国民の人権を

守るもので・豆粕民に義務を縞か＜押しつけるものではありませ～。
これを「立撫主義」といいます。憎法」と一般の「法律」の区別もつかず、それを曲

解したり・全く理解していない大臣や国会議員や地方の議員、またテレビで得意げに話している評論家
も多く、その不勉強ぶりにはあきれてしまいます。中高校生でも知っている常識です．


